









































































































糸 果 σ) 要
旨
 腹部膨満に際して,腹筋機能が正常時と較べてどの様に変化するかは,興味ある問題である。
 著者はこれを解明するため参考論文において腹部腫瘤の腹筋と筋電図について報告しているが・本
 論文では妊娠が腹筋に与える影響を筋電図学的に検討している。すなわち,妊娠51名および経産
 婦18名な対象とし、表面電極法によって,内・外腹斜筋お'よぴ腹直筋から活動直流を誘導し,
 8要素脳波装置を用いて同時記録した∩それ等の検査成績を要約すると次の如くである。
 斗.妊娠初期においては,各腹筋の藏励パタガは⇒晦婦のそれと変眩いが,妊卿)週鵡
 つれ.昏腹筋活動電位の増強傾向が見られ,昏種運動時に非妊婦には見られない全腹筋の沽動化
 傾向が.見られた。この点につい七,著者は,廷娠時には子宮の増大と共に腹腔内圧が、曽該って,
 その結果内・外腹斜筋が一層強(収縮するようにな!フ,一方・曼σ)内・外腹斜筋が収縮する際に
 内腹斜筋が内方から子宮により伸展され,そグ)伸張反射も加わって,,虹レー・層強く収縮するよう
 になると考えている。また腹直筋活動の見られない腹圧加重特にも,内・外腹斜筋の収縮は前方
 に突出せる腹壁を正常位に復さんとして,この,奈・腹琵赫{,内方から子宮によ鱈中農され,伸張反
 射を示:すようになる。この様にして,妊娠前期に野いては,妊娠の髄と共に各腹筋活更々～.巨位が
 増虜し,谷通勤璽動特に全腹筋の活動化傾向が出現するものと考えている」
 2.妊娠6ケ月を過ぎると,各腹筋活動電位,特に内・外腹オぎ!筋沽動竃・位の減弱傾向が現れ,
 この御向は妊娠末期に近づくにつれ著明となる。妊娠後期に入るとρ腹筋は搬大ぜる子宮の圧迫
 1てよi〕,偏平身猷彗化し,単位面形麺)表面雪掻:内に訟導される活動神経筋単位の数も減少L、,そのぺ'
 クトル和としての1商財電位も減少して来るものと考えられる。
 丘紬童婦では,経産t亘1数の増力員とヲじ聖て各1優筋1舌三旬rl星位の減弱1頃向が鼻,られた。づrな二{フ'rフ,多
 経産婦にあって々.工,腹壁活動が減弱していて,腹筋トーヌスが低下し瓦状態にあると推定される
 4.群産婦の安静直立位にお・けb内臓抗重ナ」筋とtノての内峰斜筋放電1強,経産回数の増加と典
 に増加し,経産回教7～10回の多経産婦群に内腰下垂症に見られるようた100～200μVの
 内腹斜筋放電を示すものが多い。このことは,%経産婦の腹筋トーNスが低下した状態にあって
 腹筋の内臓固定.支持機能が減退し,立位奮とらせると内臓の下方移動が起って,内藤抗重力筋
 としての内腹斜筋放電炉増強してくるものと考えている。
 以ヒの1傭は,妊娠慮る賭膨1棚紳,歩姻経産1駄る麟弛緩時r軸ける腹筋の揃姓}聖
 を解明したものとし・て興瞭深い。
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